
 

 
 

 

お 知 ら せ 

平成１８年１１月１３日 

宇宙航空研究開発機構  

株 式 会 社 日 本 航 空 

 

YSYSYSYS----11111111退役機を次期国産旅客機開発に活用退役機を次期国産旅客機開発に活用退役機を次期国産旅客機開発に活用退役機を次期国産旅客機開発に活用    

 

宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）では次期国産旅客機実現のための研究開発を続け

ております。先日９月３０日で国内路線から退役したYS-11型機が日本航空（JAL）から

JAXAへ、旅客機構造設計技術の継承・発展の必要から研究用として譲渡されます。 

 

１１月１４日、ＪＡＬからＪＡＸＡへ譲渡を行います、以下ご報告致します。 

 

 

記 

 

 

１．対象型式     YS-11型機（旧 登録記号 JA8788） 

       昭和４８年就航より今年5月の最終運航日まで、３３年間で 

              約５７,０００時間を飛行した機体。 

             「おが」の愛称で親しまれ、国内路線を運航。 

 

２．搬入場所・期日   航空宇宙技術研究センター 調布飛行場分室 

 平成 １８年 １１月 １４日（予定） 

 ※ 機体を複数に分割し、陸路にて夜間に搬送いたします。 

 

３．使用目的      旅客機の構造設計や安全性の技術開発のための技術データ(構

造疲労データ等)の蓄積、次期国産旅客機構造への複合材適用

に向けた研究を目的とします。 

 

 

 



 

 

   JAXAでは、退役したYS-11機体について最新の構造解析・計測技術、試験装置を用

いて研究することにより、その成果を次期国産旅客機開発へつなげるとともに、今後も研究

開発を継続し我が国の旅客機開発技術をさらに発展させていきます。             
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